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内

閣

府
、
総

務

省
、
財

務

省
、

○
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
告
示
第
七
号

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、
環

境

省

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
一
条
の
二
十
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
経
済
社
会

情
勢
の
著
し
い
変
化
に
対
応
し
て
行
う
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
産
業
競
争
力
強
化
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
十
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
八
月
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
三
年
七
月
三
十
日
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環
境
大
臣

小
泉
進
次
郎

産
業
競
争
力
強
化
法
第
二
十
一
条
の
二
十
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
社
会
情
勢
の
著
し
い
変
化
に
対
応
し
て
行

う
も
の
と
し
て
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準

産
業
競
争
力
強
化
法
第
二
十
一
条
の
二
十
八
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
経
済
社
会
情
勢
の
著
し
い
変
化
に
対
応
し
て
行
う
も

の
と
し
て
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
同
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
事
業
適
応
事
業
者
が

認
定
事
業
適
応
計
画
に
従
っ
て
行
う
成
長
発
展
事
業
適
応
に
よ
り
、
当
該
認
定
事
業
適
応
計
画
の
実
施
期
間
の
終
了
の
日
を
含

む
事
業
年
度
に
、
原
則
と
し
て
当
該
認
定
事
業
適
応
事
業
者
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
生
産
性
の
向
上
に
関
す
る

目
標
の
達
成
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
告
示
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
お
い
て

使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

一

営
業
利
益
の
額
を
総
資
産
の
額
で
除
し
て
得
た
値
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
総
資
産
利
益
率
」
と
い
う
。
）
が
、
当

該
認
定
事
業
適
応
計
画
を
申
請
し
た
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
年
度
」
と
い
う
。
）

に
お
け
る
総
資
産
利
益
率
を
百
分
の
五
以
上
上
回
る
こ
と
。

二

営
業
利
益
の
額
に
減
価
償
却
費
を
加
え
て
得
た
額
を
売
上
高
の
額
で
除
し
て
得
た
値
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
Ｅ
Ｂ
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Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
マ
ー
ジ
ン
」
と
い
う
。
）
が
、
基
準
年
度
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
マ
ー
ジ
ン
を
百
分
の
五
以
上
上
回
る
こ
と
。


